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2020年 12月号 

ＪＴＣＣ ニュース（日本繊維技術士センターニュース） 

 

Ⅰ．（日本繊維技術士センターの行事予定） 
（一社）日本繊維技術士センターのホームページは、「繊維ＪＴＣＣ」で検索できます。 

「月間行事」「教育、講座」 （受講の申し込みや詳細はＪＴＣＣホームページをご覧ください） 

 

 ＜ＪＴＣＣ講座のご案内＞ 

 （各講座は、コロナ対策を行っております。募集人員の制限、オンライン化など） 

◆「アパレル製品の基礎知識」講座 

 アパレル製品を取り扱っている方の必須の基礎知識を分かりやすく学べます。 

 アパレル製品に使用される繊維材料の特性や生地の製造方法、染色加工法、アパレル製品のマーケティング、 

縫製工程、試験・検査方法、アパレル製品の品質表示や関係する法律などを解説します。消費者クレームの問題解決

方法について、詳細に説明します。 

日時 会場 募集人員 受講料 申し込み方法 

令和３年２月 

１３日（土曜日） 

２０日（土曜日） 

２７日（土曜日） 

  毎回 １３時～１７時 

オンライン方式 

Teams利用 

１００名 20,000円 FAX  06-6484-6575 

Ｗｅｂ  後日連絡 

詳細は後日、ホームペイジをご覧ください。（202１年1月以降） 

 

◆「2021年度 技術士二次試験受験講座」（詳細はＪＴＣＣホームページを確認して下さい） 

     2021年3月より講義を開催します。 

 

◆「2021年度 TES受験講習会」（詳細はＪＴＣＣホームページを確認して下さい） 

     2021年４月より講義を開催します。 

 

◆「技術士試験のオープンセミナー」（詳細はＪＴＣＣホームページをご覧ください。） 

      大阪会場、東京会場、福井会場のセミナーは、通信型セミナーで行います。 日程は後日連絡します。 
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◆ＪＴＣＣ「第 81回 公開講演会」（繊維部会） 

 （詳細、参加申し込みはＪＴＣＣホームページをご覧ください。） 
回 テーマ（講師） 日時 会場 

第81回 

講演会 

世界のテクニカルテキスタイルの最新開発動向 

シオタニ＆オフィス代表       塩谷 隆 

２０２０年１２月１８日 

１３時３０分～１６時３０分 

大阪産業創造

館 

６階研修室AB 低炭素社会に向けた繊維産業の手立て 

JTCC                  森本國宏 

    公開講演会の参加費： 2000円   資料のみは 1000円  

 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ．（業界ニュース） 

１． 経済産業省 

新情報はなし 

２．化繊協会、日本綿業振興会、日本染色協会 

 ●化繊協会（詳細は化繊協会のＨＰ）  

【生産動向】 

化学繊維生産は 50,456 ㌧、前年同月比 27.0％減、うち合成繊維生産は 37,605 ㌧、前年同月比 33.3％減で

あった。 

主要品種では、ナイロンＦは前年同月比71.1％減の 1,878 ㌧、アクリルＳは同33.0％減の 7,151㌧、ポリエス

テルＦは同 36.3％減の 6,275 ㌧、ポリエステルＳは同 23.2％減の 5,440 ㌧であった。 

【在庫動向】 

化学繊維在庫（生産者）は102,146 ㌧、前月比8.4％減、前年同月比4.5％増、うち合成繊維在庫は73,555 ㌧、 

前月比 11.1％減、前年同月比 5.4％の減であった。 

主要品種では、ナイロンＦ 12,170 ㌧、前月比 20.7％減、アクリルＳ 13,941 ㌧、同 6.7％減、ポリエステルＦ 

8,869 ㌧、同 13.1％減、ポリエステルＳ 15,191 ㌧、同 17.2％の減であった 
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(ベトナム) 繊維品輸出、大幅減—2020年1～10月  2020年11月10日 

繊維輸出 

繊維品輸出、大幅減—2020年 1～10月 

 ベトナム統計局によると、2020年 1～10月のベトナムの繊維品輸出は、繊維原料は前年同期比 15.6％減

の 29.1億㌦、繊維製品は同 9.3％減の 247.6億㌦とともに減少となった。 

 ベトナムの繊維品輸出は、2019年は、米中貿易摩擦の影響などもあり高成長を維持したが、2020年に入

り、世界的な新型コロナウイルス問題により、主力の繊維製品を中心に減少に転じた。 

 同期間の主要な繊維品の輸入は、綿花は同 14.5％減の 19.2億㌦、糸類は同 20.1％減の 16.1億㌦、織物

類は同 13.0％減の 95.3億㌦といずれも 2桁減となった。織物類の輸入については、縫製品の輸出減少に伴

い大きく減少した。 

 

環境 

Fashion Pact、7つの新目標を策定 

 2019年のフランス・ビアリッツで開催されたG7サミットでは、フランスの Emmanuel Macron大統領が、大

手ブランド Keringに託し、地球温暖化防止、生物多様性、海洋保護に焦点をあてた「Fashion Pact（ファッショ

ン協定）」は、このほど発足から約 1年が経過した。 

 この 1年間で Fashion Pactへの参加企業は、当初の 32社から、現在では 14ヵ国 60社を超えるまでに

約倍増となり、参加ブランド数は 200以上、ファッション産業全体のシェアの 3分の 1を占める勢いとなっ

た。主な参加企業・ブランドは Kering、Chanel、Hermès、Burberry、Nike、Adidas、Nordstrom、

Ferragamo、Puma、PVH Corp、GAP、Bally、Ralph Lauren、Capri Holdings、Tapestry、Zegna、Giorgio 

Armani、Inditex、H&M、利豊、山東如意などである。 

Fashion Pactは、従来の「気候変動」、「生物多様性」、「海洋自然保護」の 3つに重点的な取組みの中で、今

後戦略的に取り組むべき 7つの目標を下記の通り設定した。 
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(中国) 恒力石化、PTAに100億元超の投資   2020年10月20日 

合繊原料 

恒力石化、PTAに 100億元超の投資 

 9月30日、大手PTAメーカーの恒力石化は、川上の生産能力の規模優位性を一層固めるため、また、ポ

リエステル全産業チェーンの総合的な競争力を増強し、収益力を高めるため、同社傘下の恒力石化（恵州）

有限公司が、114.95億元を投資して、2ライン×年産250万㌧の PTAプロジェクトを開始すると発表した。

114.95億元の投資のうち、建設投資は 99億元（そのうち、1.2億㌦は外貨）である。そのうち、自社資金で

31.8億元を賄い、残りは銀行の融資となる。 

 このプロジェクトは 2021年末に完成し、稼働開始となる予定。主に PTAメインプラント 2基、ばら荷埠頭、

汚水処理場、燃料ガスボイラー、循環水ステーション、貯蔵運輸区、総合動力ステーション、中水回収利用、

メタノール水素製造、水素ガス回収システム、脱塩水ステーション、消防水ステーション、製品倉庫等が建設

される。 

 同プロジェクトでは、業界をリードする緑色（環境対応）、スマート化の PTA生産工程技術が採用されてお

り、これは、省エネで環境に配慮され、エネルギー消費が低く、安全で安定した運行の信頼性が高いという特

徴があるという。 

 恒力石化は、中国最大手の PTAメーカーであり、現在の生産能力は合計年産1,160万㌧、中国の合繊原

料業界で唯一の千万トン級以上の生産能力を有する企業である。このプロジェクトが完成すると、同社の

PTA生産能力は 1,660万㌧/年になる。公告によると、予定生産能力に達すると、年間平均売上高は 212.5

億元が見込まれる。 

 なお、このプロジェクトは、中国重点発展の七大石化産業基地の一つであり、石油精製化学工業一体化規

模が全国一位の恵州大亜湾石化園区（広東省）に建設される、完成すると、恵州大亜湾石化園区における

「兆級石化エネルギー新材料産業集群」の建設に重要な意義を持つ。 

 

  



5 

 

●日本綿業振興会（詳細はホームペイジ参照） 

・2021/22秋冬コットン素材傾向 

＜全般傾向＞  一部分の紹介です。 

♦原点に返って 

 今シーズン、ファッションで注目されるのは、原点回帰への動きである。コロナ禍でリモートワークが広

がり、カジュアル化が進んだことや、服を「着る」ことの意味を立ち止まって考える人々が増えていることな

どがある。「ウエルビーイング」の考え方や「サステナビリティ」への機運も拡大し、素材選びでは、できる

だけ自然に近い素材、自然を感じられる素材が意識されるようになっている。 そこで今、関心を集めてい

るのが自然素材のコットンである。健康やウエルネスへの追い風もコットンを後押ししている。 原点に返

って足元を見つめ直す流れにのって、コットンは 2021/22秋冬もトレンドの一角を担う重要な素材と位置づ

けられている。 

♦自然とテクノロジー  

 新型コロナウイルスは自然からの逆襲ともいわれ、手つかずの自然の世界に目が向けられている。 

今季は時間の経過がつくり出す自然の美を愛でるシーズン。ファブリックも自然やその成り立ち、地球や

その持続的な進化にインスパイアされた、自然素材ゆえの不完全、不揃いや不均質を表現する外見や

表面感を持つものが多くなっている。 ここで不可欠なのがデジタルテクノロジー。手仕事の技術と連携

し、織り編み、刺繍のテクスチャーに新しい視点を開く。 

 MUトレンドエリアで展開された「モンスターとパルファム(香水)」も興味深い。モンスターは、布地やアク

セサリー、ネット、コルク、フック、ゴム、ナイロンなどの様々な素材をリサイクルして生まれた幻想的な生

き物で、鎧を身に着けた人間のような外観をしている。キャラクターは皮肉屋で情熱的、繊細、何よりもエ

コロジカル。しかも感情や伝統、知恵、環境への愛が醸す特別な香水の香りを放つという。メイド・イン・イ

タリーのクラフトマンシップの誇りと、楽しい遊び心にあふれたテーマである。 

 

  ●日本染色協会（詳細はホームペイジ参照） 

・なし 
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３．（一社）日本衣料管理協会、（一社）繊維評価技術協議会（繊技協） 

 ●（一社）日本衣料管理協会 

7月 12日に実施されました「TES試験」の問題と回答が掲載されています。 

 

●（一社）繊維評価技術協議会（繊技協） 

・2020年度JNLA技能試験「日用品分野／ホルムアルデヒド試験（JIS L 1041）」 

JNLA技能試験 

2020年度JNLA技能試験「日用品分野／ホルムアルデヒド試験（JIS L 1041）」への参加試験所の募集を開始しまし

た 

 

●関西ファッション連合  

   ・なし 

 

 

  

http://www.sengikyo.or.jp/jis/?eid=00006
http://www.sengikyo.or.jp/jis/?eid=00006
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Ⅲ．（技術情報） 

      詳細な内容は各学会誌、月刊誌をご覧下さい。 

 

◆＜繊維学会誌＞ 2020年11月号 ―――――――――――――――――――――――――――― 

 【特集】 

   ＜セルロースナノファイバー（CNF）の応用研究と実用展開⑴＞ 

  〇セルロースナノファイバー材料の開発と実装                  京都大学  矢野浩之 

    自動車の構造材に使用が検討されている CNFの開発経過を解説している。 

    ・CNF研究の始まりは高強度材料から：高強度の材料を鋼鉄の 5倍の強度を持たせることが可能である。 

    ・透明繊維強化材料の開発：15NMの材料を用いると透明なフィルムが出来る。 

    ・京都プロセス：低コストで CNFを作成する。アシックスのミッドソールに使用されている。 

   CNFの開発経緯が説明されている。 

  〇CNFの特徴を生かしたプラスチックの高性能化・高機能化         京都産技術研究所  仙波 健 

    ・プラスチックの複合材料として、ガラス繊維や炭素線尾が使用されているが、環境対応やコスト対応を考 

慮するとCNFが有望視される。この複合材料の特徴について解説されている。 

  〇セルロースナノファイバー強化プラスチック発砲多の特徴と応用      京都産技術研究所 伊藤彰浩 

    ・プラスチック発泡体はシューズ、自動車のインパネやドアトリムに使用されている。機械的特性や熱的特

性をカバーするためにCNFの複合化により、気泡の微細化を行い、得られる特性について紹介されている。 

  〇セルロースナノファイバーの最新実用展開について        京都産技術研究所 北川和男・高石大吾 

    ・実用性を高めるために、低コスト化量産技術開発を行っている。その実例を紹介している。 

  〇セルロースナノファイバーの染色とその応用          京都産技術研究所  上坂貴宏・井内俊文 

    ・CNFはセルロースが基本構造である。綿と同様の考えから染色の可能性を検討している。 

  〇ＫＥＳによる布の物理的特性の測定と風合いの客観的評価            神戸大学  井上真理 

    ・風合いの客観的評価の方法とＫＥＳ測定について解説している。応用範囲の広がりのために開発された 

アタッチメントなどについて紹介している。 

   【繊維学会記念連載】 

  〇アパレル製造卸 成長の歩み３ 激動の1980年代         繊維・未来塾 幹事  松下義弘 

 

◆＜繊維製品消費科学会誌＞ 2020年 10月号 ―――――――――――――――――――――― 

   ・コロナ禍がもたらす新しいテキスタイルビジネス Dual Mode時代を探る  

 ㈱ミックプランニング  北川美智子 

     1.大ブレーキがかかったファッション商品とオンライン効果  2.Sustainabilityへの取り組み 

     3.世界が予感するコロナ後のテキスタイル 

   シリーズ「感染症と繊維」 

   〇日本の一般家庭用、医療用マスクの現状       （一社）日本衛生材料工業連合会   高橋紳哉 

     1.マスクの市場 2.不織布マスクの機能進化は、不織布の進化がけん引 3.持続的な市場成長に向けて 

  〇興和ガーゼマスク生産レポート                        興和㈱  藤森研一 

   シリーズ「感染症と繊維」 

   〇環境配慮型レーヨンの現状と課題                ダイワボウレーヨン㈱   林  誠 

   〇高齢者用インナー製品                      イオンリテール㈱    谷崎 哲 

   技術レポート 

   〇高機能タオル                        クラレトレーディング㈱   手島宏一 

   〇畳み込みニューラルネットワークを用いたピリング等級判定の試み 

     京都産業技術研究所  本田元志、廣澤 覚  カケンテストセンター  西野重樹、倉本幹也 

     京都工芸繊維大学  北口紗織、佐藤哲也 
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◆＜繊維機械学会誌＞  「月刊せんい」 2020年 10月号 ―――――――――――――――― 

    ・静電気の性質と人体帯電現象                        信州大学   木村裕和                         

  静電気とはから、繊維と静電気の関係まで分かりやすく記載されている。 

・タンパク質組成を基盤とした獣毛鑑別法                     熊本大学 増田 豪  

（一社）ニッセンケン品質評価センター   関本有莉、東海有沙、有瀧宗重、安藤 健 

    ・「粒子補足性バインダーパルプ「ＫＰＵＬ」について」      日本エクスラン工業㈱  小宮山拓三 

                                            

（月刊誌） 

 

◆＜加工技術＞ 2020年 9月号 ――――――――――――――――――――――――――――  

   ・ＳＤＧｓに貢献する繊維産業の着眼点 （下）          森本技術士事務所  森本國宏 

   ・ＳＤＧｓに関係する機器・システムメーカーおよび商社の展開       ファイバージャパン 

   ・産業資材を中心とした直近の海外トピックス          シオタニ＆オフィス  塩谷 隆 

    健康・医療分野（下） 

 

◆＜不織布情報＞ 2020年 9月号 ――――――――――――――――――――――――――――――――― 

   関連機器・検査機器  

   ・注目の不織布関連機器・検査機器を紹介 

   ・新型コロナウィルス感染症と大気汚染の関係 

 

◆＜新聞、他＞ 

・2020年 1月～9月 の衣料品の輸入（ニット製品、布帛製品、付属品） 

順位 国 数量：百万点（増減％） シェア 金額：億円（増減％） シェア 

１ 中国 ４１２ 

（▼１５．６） 

６０．７ １０，７７７ 

（▼１９．３） 

５５．２ 

２ ベトナム ９９ 

（▼８．５） 

１４，５ ３，２０１ 

（▼８．１） 

１６．４ 

３ カンボジア ３１ 

（▼１０．７） 

４．５ ８４９ 

（▼８．５） 

４．４ 

４ バングラデシュ ４３ 

（▼１２．２） 

６．４ ８４９ 

（▼１３．６） 

４．４ 

５ ミヤンマー ２９ 

（０．６） 

４．３ ８０４ 

（▼２．９） 

４．１ 

 全世界計 ６７９ 

（▼１３，７） 

１００ １９，５１３ 

（▼１６．４） 

１００ 

                                   出所：日本貿易統計 

 コロナ禍の影響で、輸入量、金額が大幅に減少している。 

 中国は大幅に減少している。 

 

・グローバルアパレル大手企業の業績（2020年 2／4期）  出所 2020年 11月 16日 繊研新聞 

企業名 期間 売上高：億円（増減％） 純益：億円（増減％） 

インティデックス 2～7月 １０，０４１（▼３７．３） ▼２４３（－） 

Ｈ＆Ｍ 2～7月 ９，５４４（▼３３，７） ▼３，８０４（－） 

ファーストリティング 3～8月 ８，００３（▼２１，８） ▼１０１（－） 
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 Ⅳ．企業紹介、製品紹介 

日本ダム株式会社 
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 「ＪＴＣＣニュース」では、毎月数社の企業紹介や製品の案内をさせて頂きます。 

ご希望の方は、Jtccnews＠mbr.nifty.com に投稿してください。（掲載料金は無料です） 

 

賛助法人会員様の声（技術的な問題，ＪＴＣＣに対する声などをメールでお聞かせください） 

連絡先：jtccnews＠mbr.nifty.com 

 

 

 

 

 

ＪＴＣＣニュース用のメールアドレスは、Jtccnews＠mbr.nifty.com です。 

編集：一般社団法人 日本繊維技術士センター  企業接点強化部会   金田哲郎 

 

    一般社団法人 日本繊維技術士センター（JTCC） 

   本部事務所     〒541-0051  大阪市中央区備後町3丁目4番9号 輸出繊維会館6階 

         ☎ 06-6484-6506  FAX 06-6484-6575  Ｅ-Ｍａｉｌ ｊｔｃｃ＠ｎｉｆｔｙ.ｃｏｍ 

   関東支部事務所  〒103-0001  東京都中央区日本橋小伝馬町12-9（滋賀ビル 506号室） 

         ☎ 03-5643-5112  FAX 03-5614-0103  Ｅ-Ｍａｉｌ ｊｔｃｃ-ｋｔ＠ｎｉｆｔｙ.ｃｏｍ 

   東海支部事務所  〒460-0011  名古屋市中区大須1丁目35-18 一光大須ビル 7階  
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